
日付 クラス 場所 コース

2018/12/24 JpnII 名古屋 2500m

枠 馬番 馬名 性齢 斤量 騎手 父 父系統 母父 母父系統 能力 騎手 適性 展開 総合評価 期待値 印 結果

1 1 ミツバ 牡6 56 福永 カネヒキリ サンデー系 コマンダーインチーフ ノーザン系 B B B B B B ▲

2 2 ハッピースプリント 牡7 57 宮崎 アッミラーレ サンデー系 Dayjur ノーザン系 D B B B C C

3 3 ナムラアラシ 牡5 56 岩田 エンパイアメーカー ミスプロ系 エンドスウィープ ミスプロ系 C B C C C C

4 4 トーセンノワール 牡3 54 岡部 トーセンブライト ロベルト系 アドマイヤベガ サンデー系 D A C C C C

5 5 センチュリオン 牡6 56 大野 キングカメハメハ ミスプロ系 ホワイトマズル ノーザン系 B C B B B B △1

6 6 カツゲキキトキト 牡5 56 大畑 スパイキュール サンデー系 キングカメハメハ ミスプロ系 B B B B B B △2

7 7 グリム 牡3 54 武豊 ゼンノロブロイ サンデー系 サクラバクシンオー ナスルーラ系 A A A A A B ◎

8 チュウワウィザード 牡3 54 川田 キングカメハメハ ミスプロ系 デュランダル サンデー系 A A B B A B ○

9 ブランニュー 牡6 56 今井 ブライアンズタイム ロベルト系 メジロマックイーン パーソロン系 D B D D D D

次走狙い馬

　　　　　　　　　　　グリム

　　　　　　　　　　　カツゲ

　　　　　　　チュウ　ハッピ

　　　　　　　センテ　ミツバ

　　　　　　　　　　　トーセ

　　　　　　　　　　　ナムラ

　　　　　　　　　　　ブラン

スローペース

名古屋2500mは４コーナーのポケットからスタートしてコーナーを８回もまわるコース。に直線距離が日本

最短の194m（高低差なし）。楕円を長方形に近づけたような形状をしており、走っている部分はコーナー

の方が圧倒的に多い。適性が非常に問われるコースで過去の名古屋グランプリを見ても、カツゲキキトキト

（16年３着、17年３着）、アムールブリエ（15年１着、16年１着）、ニホンピロアワーズ（11年１着、14

年２着、15年２着）、エーシンモアオバー（11年２着、12年１着、14年１着）、シビルウォー（10年３

着、13年１着、14年３着）、ワンダースピード（08年１着、09年２着、10年１着）などが複数年に渡って

３着以内に好走。ダートの長距離路線は新陳代謝が起こりにくいのもあるが、非常にリピーター色の強い

レースといえるだろう。今年、過去の名古屋グランプリで３着以内に好走したのはカツゲキキトキトのみだ

が、とにかくコース適性の見極めがカギになる。それでは予想にいきましょう。

本命はグリムの逃げ切りが濃厚なはず。名古屋グランプリと似た小回り＆長距離適性が問われる白山大賞典

が圧巻の勝ちっぷり。（以下省略）

回顧

8

隊列図 見解 ラップタイム

レース名 展開 想定馬場 ポイント

名古屋グランプリ スローペース 良 コース適性



枠 馬番 馬名 印 結果

1 1 ミツバ ▲

2 2 ハッピースプリント

3 3 ナムラアラシ

4 4 トーセンノワール

5 5 センチュリオン △1

6 6 カツゲキキトキト △2

7 7 グリム ◎

8 チュウワウィザード ○

9 ブランニュー

16年３着、17年３着と２年連続で好走しており、地の利があるのは確かだが、今年の白山大賞典の走り

を見る限り、このメンバーではやや分が悪いか。大畑騎手はおそらく逃げるグリムを追いかけていくはず

だが、そのグリムの方が圧倒的に能力上位なので、最後に失速する可能性はあるだろう。

名古屋グランプリと似た小回り＆長距離適性が問われる白山大賞典が圧巻の勝ちっぷり。直線ではほぼ追

うことなく、２着センチュリオンに５馬身差の圧勝。今回は当時の１～３着馬がそろい、再戦ムードの色

合いが強いのであれば、本馬中心のレースになるのは間違いないだろう。

8

エンジンのかかりが遅く、ドカドカと走るタイプなので、コーナー８回をまわるコースで力を発揮できる

か不安はあるものの、９頭立ての少頭数、被されない外枠を引けた以上、川田騎手なら前を射程圏に入れ

て早め早めのスパートをしてくるはず。

地元の特別戦でも勝ち上がれない現状。このメンバーでは最下位濃厚だろう。

レースセンスが致命的になく、コーナー８回まわるコースでは力を発揮できずに終わるだろう。仮に力を

出し切れてもこのメンバーでは掲示板が精いっぱいなのでは。

ここに来て力をつけているのは間違いないが、Ｂ１勝ち直後でいきなりの地方ダートグレード挑戦。まず

は経験を積むのが先決か。

勝ち馬グリムとの逆転は難しくても、ミツバ、カツゲキキトキトに先着したのは事実で、当時のパフォー

マンスを発揮できれば、ここも馬券圏内に入るチャンス。近２走は結果が出なかったものの、単純にＧ１

で相手が強かっただけ。地方の低レベルなダートグレードなら巻き返してくるだろう。

評価 回顧

２走前の白山大賞典は不可解な敗戦だったが、前走チャンピオンズカップでは伸びない外を回って７着ま

で追い上げており、地方の低レベルなダートグレードならまだまだ走れると判断していい。

全盛期なら通用したかもしれないが、長期休養明け後の３戦のパフォーマンスから以前の能力がないのは

明らか。このメンバーでは掲示板に入るのが精いっぱいだろう。


